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○ 自立型知能移動作業 ロ ボ ッ ト
筆者は環境工 学研究者であ り ､ 農業機械や
ロ ボ ッ トに 関 しては 全くの 素人 であ る ｡ し か
し ､ 昭和60年代の施 設園芸技術 を想像してみ
ると ､ ロ ボ ッ ト技術 の 導入 を無視するわけには
い か か ､気がする ｡ そ こ で , 本稿を借 りて私
見の 一 端を述 べ て みた い ｡
I . 作物栽培管理上 の問題点
作物栽培管理 の 中の環境管理 に 関 して は ､
近年､ 自動化が進 み ､ マ イ コ ン を利用し た管
理 も珍 ら しくなく な っ て い る ｡ と こ ろ が ､ 施
肥 ､ 薬剤散布 ､ 収稽 ､ 運搬な どの 各作業の 自
動化は ､ 従来よ り ､ 多くの 開発研究 がを さ れ
てい る に もかか わらず ､ 実用化さ れて い る技
術が意外と少を い ｡ をぜ だ ろうか ｡ それ は ､
私見では ､ 第 一 に 上記作業の 自動化機械 の 稼
動時間 が極端 に 少 か ､か らである ｡ 上記作業
機械の 稼動時間はせ い ぜ い 10 0- 500時間/午
で あ ろう ｡ そ の 割 に価格が 高い ｡ 第 二 に ､ 農
作業は比 較的複雑 を作業である た め に ､ 単純
な機械 で は自動化 が困難で ある ｡ 状況 に 適応
する
"
柔軟を
"
機械 でを け れば 用 を.をさ か ゝ ｡
第三 に ､ 農作業の 種類 が多い の で ､ そ れ らの
大部分を単機能機械 で自動化する に は ､ 自動
化機械 を10 - 20台も備え ねばをらず ､ い わゆ
る ､ 機械化貧乏 に を っ て しま う｡ そ こ で ､ ロ
ボ ッ トの ように ､ 上記の 多種類 の複雑を作業
の 大部分 を1 台で行う多機能機械 が農作業の
省力化 ､ 自動化 に は必要となるの であ る ｡
2 . ロ ボ ッ トとは
自立型知能移動作業ロ ボ ッ トとは ､ ｢操作者
た る人間との 会話 に よ っ て互 い に知識 を交換
し つ つ ､ 自立的を移動 ･ 運搬作業な どを環境
変化に適 応し つ つ 行う , 人工 知能 を備え た機
械｣ を言う｡ こ こで 自立的と は軌道 (レ ー ル)
以 外の 場を自前の 動力と足で移動する こ とを
意味 す る ｡ 具体的に は以 下の 機能 を有す る ｡
1) マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に 人 工知 能プ ロ
グラ ム が内蔵 さ れて い て ､ 頭脳 ( 自己学習機
能) を有する ｡
2) 感覚機能 (特に , 視覚 ､ 聴 覚 ､ 触角)
と運動機能 (指､ 手 ､ 腕 ､ 足) を有す る ｡
3) 人間からの 音声を どに よ る命令 と感覚
機構 からの 信号 を理解で き ､ ま た ､ 作業の 経
過 を人間に音声を どで伝える こ と がで きる ｡
4) 感覚機構からの 環境情瀧と ロ ボ ッ ト自
身の 記憶 およ び 人工知能 プ ロ グラ ム に もと づ
い て ､ 環境 に適応し た柔軟f;i移動 ､ 運搬作業
を どを人 工 の 手足を動かす こ と に よ っ て 行う ｡
5) 単機能 でなく ､ 多機能 である ｡ すを わ
ち ､ 同じ ロ ボ ッ トが施肥 ､ 薬剤散布 ､ 収権道
搬 ､ 選果を ど多種類の 作業を多目的 に 行う｡
3 . ロ ボ ッ ト技術の現状と将来
現在 ､ 産業用単機能 ロ ボ ッ ト ､ 特に ､ 溶接
ロ ボ ッ ト ､ 塗装ロ ボ ッ ト ､ 組 み立て ロ ボ ッ ト
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を どの 普及 に は目覚ま し い もの がある ｡ し か
し ､ こ れ らロ ボ ッ トは ､ 前述の 自立型知能移
動作業ロ ボ ッ トの機能の 一 部分 しか有 して い
な い ｡
と は言え ､ 近年､ 人工 知能 , 人工 の 手 ､ 人
工 の 足 ､ 感覚セ ン サ ｢ ､ 音声認識を どの ､ い
わゆ る ､ メ カ ト ロ ニ ク ス 分野 の技術的発見は
急で あり , 自立型知能移動作業ロ ボ ッ トの 実
用化は昭和60年代中頃 には各産業分野 にお
い て普及 が始ま る であろう ｡
4 . 施設園芸へ の対応分野
もちろん ､ 施設園芸 に お ける作業の す べ て
に ロ ボ ッ トを利用 しようと言う訳 では ない ｡
当然 ､ 人間でを い と出来な い 作業 ､ 人間が
やる と楽 しい 作業､ 人間が行う方が良 い 作業
があろう｡ 要は ､ 人間が ロ ボ ッ ト に任 せ た い 作
業だけ を任せ る の で ある ｡ 一 台 の ロ ボ ッ トに
任せ られる作業に は次の ようなもの があ ろう ｡
1) 薬剤散布 ｡ 人間の 指令 に従 っ て農薬を
調合し ､ 無人の温室内で薬剤散布する ｡ 通路
の 障害物をよけ て自立歩行 しをがら ､ 作物の
実の 裏面 に も薬 が十分 に付着する ように 散布
ノ ズ ル の 先を上下左右 に動 か しな がら散布す
る ｡ こ の 散布 ノ ズ ル を有する 人工 の 手は ホ ル
モ ン 剤散布 ､ 葉面液肥散布 ､ 加湿用細霧発生 ､
か ん水を どに も利用で き よう ｡
2) 施肥｡ 人間からの 指令 に よ っ て肥料を
配合し ､ 一 定量ず つ 一 定間隔で肥料 を施 用 す
る こ と は ロ ボ ッ ト に は困難 でを い ｡ 人工 の 目
と手足 があれば､ 元肥 だ けでなく追肥の 施用
や除草 ､ 土壌消毒 , 定植な ども可能 であろう ｡
3) 収穫｡ ロ ボ ッ ト が収稽適期 の 果菜を判
別 し ､ 人工の 手で収稽する の は 当分 の 間 , か
をり むずか ししゝ だ ろう ｡ し か し ､ 人間が収稽
した果菜を重量 ､ 形態､ 色を どに もと づ い て
等級 選別､ 包装 ､ 箱詰め ､ 運搬 ､ 集計す る こ
と は困難で をく ､ 既 に ､ 一 部で実用化され て
い る ｡ こ れ らの 作業は ､ 温室から出荷場 に移
動する間 に行 われ て しまうだ ろう｡
4) 耕転｡ ロ ボ ッ ト に と っ て耕転､ 整地 ､
畦立て ､ 堆肥作りな どは比較的楽な作業であ
ろう ｡ 必 要であ れば 一 日中働き続け る ｡ 当然 ､
人工 の 目 で ､ 障害を避 け て歩き つ つ , 人間から
の 指令と 自己の 経験 に もと づ い て作業をする ｡
5) 管理 ｡ 人工 の 目で 周囲を見て歩きなが
ら､ 異 常が あれ ば人間に伝える ｡ 気象要素の
異常は もと より ､ 施設の 破損 ､ 機器の 故障､
他人の侵入 な ども検知する ｡ 昭和60年代の 後
半に は病虫害､ 収稽適期の 検知もある程度可
能となる か も知れを い ｡
5 . 問題点
ロ ボ ッ トの 普及は喜ばし い こ と ばかりで は
を い ｡ 今後 ､ ロ ボ ッ ト技術はま すま す進展す
るであ ろうが ､ その 利用法を間違える と大変
な こ と に をる ｡ 次 の こ と に注意 しな ければを
らを い ｡
1) ロ ボ ッ ト が人間の 労働の 楽しみ を奪 っ
た り ､ 操作者ば かり でなく他人も含めて ､ 人
間に 危害を加え た りしな い ように する ｡ まず ､
重労働 や危険を労働 をロ ボ ッ トに 任せ る べ き
だ ろう｡
2) 人 間と ロ ボ ッ トと の 相互理解が十分に
な され ､ ロ ボ ッ ト不信 ､ 人間不信 にならを い
よう に する ｡ ロ ボ ッ トは 人間でなく ､ 人間は
ロ ボ ッ トでは ない ｡
3) 人間が長 い 年月をか けて 獲得した農業
に 関する経験 が ロ ボ ッ トに 良く伝え られ る よ
うに ､ ま た ､ ロ ボ ッ ト が得た経験 を人間が理
解 でき る ように する ｡
自立型知能移動作業 ロ ボ ッ トの 施設園芸 へ
の 導入 は昭和60年代の 後半 にな ろう｡ しか し ､
上記ロ ボ ッ トの 有する機能の 一 部を備え た単
機能 ロ ボ ッ ト､ た とえ ば､ 薬剤散布ロ ボ ッ ト､
耕転ロ ボ ッ トを どは昭和60年代の 前半に 利用
され る ように をろう｡
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